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春
の
組
織
拡
大
月
間
（
3
〜
5
月
）
が
、
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
、
職
場
は

本
当
に
大
変
な
状
況
で
す
。「
売
り
上
げ
が
7
割
減
」「
環

境
が
整
っ
て
い
な
い
の
に
テ
レ
ワ
ー
ク
が
強
行
さ
れ
た
」

「
雇
止
め
に
な
っ
た
」
「
学
童
で
の
安
全
性
確
保
に
苦
慮
」

「
病
院
で
は
、
人
手
も
収
容
の
施
設
も
足
り
な
い
」
等
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
「
一

人
ひ
と
り
の
労
働
者
に
寄
り
添
い
、
悩
み
を
解
決
し
要
求

実
現
」
を
め
ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

記者会見で「契約の70％カットは元に戻
してほしい」と訴える組合員ら（20．3．4）

「
僕
た
ち
は
会
社
と
対
応
に

話
し
合
い
た
い
だ
け
な
の
に
、

そ
れ
も
許
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
」
と
記
者
会
見
で
、
書
記

長
の
関
口
さ
ん
は
く
や
し
さ
を

に
じ
ま
せ
ま
し
た
。
東
京
電
力

の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
ワ
ッ

ト
ラ
イ
ン
社
（
以
下
「
会
社
」
）

は
、
1
0
0
人
余
と
請
負
契
約

を
結
び
電
力
計
器
の
交
換
作
業

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

作
業
時
間
や
作
業
地
域
、
交

換
個
数
や
単
価
は
会
社
が
決

め
、
契
約
労
働
者
は
朝
に
交
換

部
品
を
取
り
に
会
社
に
出
勤

し
、
夕
方
に
は
会
社
に
行
っ
て

作
業
日
報
の
提
出
と
翌
日
の
分

の
部
品
を
受
け
取
り
ま
す
。
会

社
が
示
す
作
業
目
標
の
92
％
を

達
成
し
な
い
と
罰
則
が
あ
り
ま

す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
前
倒

し
作
業
期
間
中
に
、
2
0
2
1

年
以
降
の
仕
事
の
保
障
を
求
め

て
2
0
1
8
年
12
月
団
交
を
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、
1
年
5
か

月
の
間
、
会
社
は
1
度
も
交
渉

に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

今
年
3
月
4
日
、
東
京
都
労

働
委
員
会
は
、
労
働
契
約
の
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
働
き
方
の
実

態
に
着
目
し
て
「
労
働
者
で
あ

る
」と
明
確
に
判
断
し
た
上
で
、

落
札
状
況
の
説
明
な
ど
の
「
資

料
を
開
示
し
て
団
交
に
応
じ

よ
」
と
の
内
容
と
す
る
完
全
勝

利
命
令
を
下
し
ま
し
た
。
会
社

は
中
労
委
へ
再
審
査
請
求
を
し

ま
し
た
が
、
都
労
委
の
初
審
命

令
の
履
行
義
務
を
逃
れ
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
会
社
は
今
年
度
の
契

約
を
組
合
員
だ
け
70
％
も
カ
ッ

ト
し
て
き
ま
し
た
。
国
会
で
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
東

京
電
力
に
対
し
て
、
社
会
的
責

任
を
果
た
す
よ
う
、
抗
議
ハ
ガ

キ
や
東
京
電
力
前
行
動
に
ぜ
ひ

お
力
お
貸
し
く
だ
さ
い
」
と
、

関
口
さ
ん
は
訴
え
て
い
ま
す
。

東京医労連 T労組・新入職員向け朝宣伝（4/1）

今
年
の
拡
大
月
間
で
重
要
な

こ
と
は
、
新
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
を
踏
ま
え
て
、
①
労

働
者
の
安
全
と
生
活
を
守
る
、

②
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

病
人
な
ど
の
安
全
を
守
る
こ
と

を
前
提
に
組
織
拡
大
に
打
っ
て

出
る
こ
と
で
す
。

組
合
説
明
会
や
集
会
等
が
中

止
さ
れ
る
中
で
の
取
り
組
み
で

す
が
、
「
使
用
者
（
会
社
）
と

対
等
に
話
し
合
い
が
で
き
、
様

々
な
権
利
を
勝
ち
取
れ
る
の
は

労
働
組
合
」
「
要
求
実
現
に
は

多
く
の
仲
間
が
必
要
。
ぜ
ひ
あ

な
た
も
組
合
へ
」
と
、
「
組
合

の
魅
力
」
を
大
い
に
発
信
し
ま

し
ょ
う
。

【
東
京
医
労
連
】
5
0
0
人

拡
大
を
目
標
に
3
月
16
日
か
ら

ニ
ュ
ー
ス
を
4
号
ま
で
発
行
。

「
早
朝
宣
伝
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
（
早
朝
宣
伝
1
回
に
つ
き

1
0
0
0
円
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
パ

ッ
ク
）
、
「
朝
宣
応
援
隊
・
大

感
謝
祭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
他

組
合
の
朝
宣
に
行
っ
た
ら
「
ｋ

ａ
ｚ
ｕ
君
ス
タ
ン
プ
」を
1
つ
、

5
つ
集
め
る
と
、
1
0
0
0
円

の
ク
オ
カ
ー
ド
進
呈
）
な
ど
を

実
施
し
な
が
ら
、
で
き
る
範
囲

で
の
「
説
明
会
」「
歓
迎
会
」
、

「
対
話
」
を
行
い
、
「
ぜ
ひ
一

緒
に
運
動
し
ま
せ
ん
か
」
と
訴

え
、
4
月
2
日
現
在
1
7
7
人

拡
大
し
て
い
ま
す
。

【
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
】
賃
金
の
引

き
上
げ
と
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
暇

・
賃
金
保
障
等
の
要
求
を
掲
げ

て
取
り
組
み
中
。
オ
ー
プ
ン
シ

ョ
ッ
プ
組
合
で
拡
大
す
る
と
2

0
0
0
円
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈

し
ま
す
。

【
東
京
自
治
労
連
】
あ
る
病

院
で
は
、
医
療
従
事
者
と
い
う

事
で
、
共
済
の
加
入
で
組
合
加

入
が
増
え
て
い
る
。
親
に
ラ
イ

ン
し
て
、
共
済
加
入
の
件
を
相

談
し
、
安
心
の
た
め
に
も
加
入

を
と
勧
め
ら
れ
、
加
入
し
た
新

人
も
。
あ
る
区
で
は
、
入
区
式

の
行
事
等
が
な
く
な
り
、
職
場

に
い
る
時
間
が
例
年
よ
り
多
く

な
っ
た
お
か
げ
で
、
職
場
単
位

と
い
う
小
規
模
で
、
組
合
説
明

が
丁
寧
に
で
き
、
加
入
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

【
江
戸
川
区
労
連
】
昨
年
11

月
か
ら
医
療
事
務
で
勤
務
し
て

い
た
25
歳
女
性
が
、
試
用
期
間

3
カ
月
を
延
長
さ
れ
、
更
に
上

司
か
ら
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
、
鬱

病
を
罹
患
。
退
職
前
提
で
の
団

交
で
し
た
が
、
早
期
に
解
決
さ

せ
た
。
等
々
労
働
相
談
に
応
え

る
中
で
、
組
合
員
を
増
や
す
な

ど
奮
闘
中
で
す
。

「
電
機
・
情
報
産
業
の
大
リ

ス
ト
ラ
か
ら
雇
用
と
地
域
経
済

を
守
ろ
う
」
、
全
労
連
、
東
京

地
評
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

は
、
3
月
23
日
（
月
）
に
今
回

で
6
回
目
と
な
る
「
共
同
省
庁

要
請
行
動
」
を
取
り
組
み
、
経

済
産
業
省
前
で
の
宣
伝
行
動
と

厚
労
省
、
経
産
省
、
外
務
省
、

法
務
省
へ
の
要
請
を
順
次
行
い

ま
し
た
。

経
産
省
前
で
の
宣
伝
行
動

は
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の

米
田
徳
治
中
央
執
行
委
員
長
が

「
労
働
者
の
権
利
を
守
る
行
政

指
導
を
行
え
」と
、東
京
地
評
白

滝
誠
副
議
長
は
「
リ
ス
ト
ラ
を

止
め
さ
せ
事
業
を
し
っ
か
り
や

ら
せ
よ
」、続
い
て
全
労
連
橋
口

紀
塩
副
議
長
は
「
大
儲
け
し
な

が
ら
首
を
斬
る
黒
字
リ
ス
ト
ラ

は
許
せ
な
い
。
リ
ス
ト
ラ
の
規

制
を
は
か
れ
」と
訴
え
ま
し
た
。

国
会
議
員
会
館
で
は
、
予
め

提
出
し
て
い
た
要
請
書
に
対
す

る
各
省
か
ら
の
回
答
を
求
め
ま

し
た
。
厚
労
省
か
ら
は「
周
知
、

徹
底
、指
導
を
行
っ
て
い
る
」、

経
産
省
は
「
（
リ
ス
ト
ラ
規
制
）

法
令
順
守
は
大
前
提
」
、
外
務

省
か
ら
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
国
別
計

画
の
作
成
は
、
今
年
2
月
に
原

案
を
公
開
し
、
2
0
2
0
年
半

ば
発
表
す
る
」
、
そ
し
て
法
務

省
か
ら
は
「
伊
草
さ
ん
に
対
す

る
拉
致
事
件
に
関
す
る
調
査
は

中
止
し
て
い
る
」
な
ど
項
目
ご

と
に
（
合
計
24
項
目
）
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
要
請
団
は
電
機
産
業

で
の
50
万
人
を
超
え
る
リ
ス
ト

ラ
の
状
況
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
の
職
場
の
実
態
を
示

し
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
が
遅
い
。
大
臣
に
声
を
届

け
て
雇
用
対
策
本
部
を
た
だ
ち

に
設
け
よ
」「
救
済
シ
ス
テ
ム
を

き
ち
ん
と
確
立
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、重
ね
て
要
請
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
不
当
解
雇
撤
回
を

闘
う
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
伊
草
さ

ん
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

イ
ノ
ベ
ー
タ
の
中
正
司
さ
ん
、

三
菱
電
機
名
古
屋
派
遣
切
り
争

議
の
田
中
さ
ん
、
日
立
ヘ
ル
ス

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ａ
さ
ん
か

ら
、
当
事
者
自
身
の
状
況
を
生

々
し
く
訴
え
つ
つ
、
「
憲
法
も

法
律
も
人
権
さ
え
も
守
ら
な
い

電
機
・
情
報
企
業
に
対
し
て
厳

し
い
行
政
指
導
を
求
め
ま
す
」

「
私
た
ち
社
員
の
働
く
権
利
を

保
護
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
強

く
訴
え
ま
し
た
。

3．23要請行動で訴える東京地評
白滝副議長

位
置
付
け
、
全
都
的
な
運
動

を
強
め
て
い
ま
す
。

高
年
法
改
定
に
抗
議
す
る
国

会
前
集
会

雇
用
保
険
等
改
正
一
括
法

案
が
参
議
院
で
審
議
入
り
し

た
3
月
26
日
、
雇
用
共
同
ア

ク
シ
ョ
ン
は
国
会
前
で
抗
議

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
一

括
法
に
は
、
65
歳
以
上
の
就

業
を
企
業
の
努
力
義
務
と
す

る
高
年
法
の
改
定
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
保

護
さ
れ
な
い
個
人
委
託
の
働

き
方
が
選
択
肢
に
含
ま
れ
て

い
る
危
う
さ
を
指
摘
し
、
法

案
の
修
正
を
訴
え
ま
し
た
。

全
労
連
・
岩
橋
祐
治
副
議
長

や
全
労
協
・
中
岡
基
明
事
務

局
長
な
ど
、
幅
広
い
労
働
組

合
の
代
表
が
挨
拶
・
訴
え
を

行
い
ま
し
た
。

核
開
発
・
軍
事
に
お
金
を
使

う
な

医
療
に
お
金
を
使
え

原
水
爆
禁
止
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
人
類
が
直

面
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
は
、
世
界
が
協

力
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
医
療
基
盤
の
崩
壊
や

発
展
途
上
国
の
危
機
的
状
況

が
広
が
っ
て
い
る
中
で
大
国

が
核
兵
器
に
よ
る
脅
威
を
人

類
に
与
え
続
け
、
莫
大
な
費

用
を
核
開
発
に
注
ぎ
込
ん
で

い
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。
8

月
の
世
界
大
会
は
、
従
来
の

大
規
模
な
代
表
派
遣
の
呼
び

か
け
は
し
ま
せ
ん
。
今
後
、

東
京
段
階
及
び
各
団
体
な
ど

で
の「
世
界
大
会
の
交
流
会
」

の
開
催
と
具
体
的
な
行
動
提

起
を
検
討
し
呼
び
か
け
ま

す
。
（
東
京
原
水
協
代
表
理

事

石
村
和
弘
）

【
加
盟
組
合
の
定
期
大
会
】

東
京
土
建
第
73
回
大
会

3
月
15
日
、
都
内
10
か
所

に
分
か
れ
て
ラ
イ
ブ
配
信
で

開
催
。
委
員
長
に
中
村
隆
幸

（
新
）さ
ん
、
書
記
長
に
小
番

徹
さ
ん（
再
）。

新型コロナ禍、こんな時こそ労働組合が必要新型コロナ禍、こんな時こそ労働組合が必要
－２０年春の組織拡大月間スタート－－２０年春の組織拡大月間スタート－

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
で

雇
用
対
策
本
部
の
設
置
を
共
同
省
庁

要
請
行
動

請
負
だ
っ
て
労
働
者
だ
！

全
国
一
般「
ワ
ッ
ト
ラ
イ
ン
争
議
」に
都
労
委
勝
利
命
令


